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「介護をよくする東京の会」第８期 第 6 回事務局会議報告 

日時：8 月 4 日（金）14：0０～ 会場：東京自治労連会議室 

出席：久保（地評）、中村（医労連）、及川（民医連）、相川（社保協）、森永（全国ヘルパー） 

西銘（医労連）横田（福保労）、岡村（年金者組合）、杉山（東京自治労連）下線欠席 

＜報告事項＞ 

1、前回（第 8 期第 5 回）事務局会議報告を添付した 

◎総合事業自治体アンケートは 30 自治体から回答（48％）、引き続き回答を追求する。 

◎事業所アンケートは、7 月末現在 109 事業所（東部 161）合計 270 事業所より回答 

  

2、各団体等の報告 

（足立）国保料の値上げで約８千件の問合せ・抗議が殺到。足立社保協総会を 9/7 に開催

予定で、記念講演で芝田先生を予定。10/21 になんでも相談会を計画。足立第７期事業

計画については、１１月パブコメ予定で、それに対して 10/12 に介護フォーラムを行う。 

 江東区の総合事業のＢ事業（モデル）に対して、他自治体からの見学が多くみえている。 

（自治労連）地域医療構想調整会議が開催されているが、7/29 に地域医療交流会を開催し 

40 人が参加した。 

3、協議事項 

1）各自治体の総合事業実施状況及び予定の「自治体アンケート」の集約については 40 以

上を目標に引き続き集約していくことを確認した。 

2）介護フォーラムとして、10 月 8 日（日）午後にラパスホールで開催することを確認。 

内容は：①地域報告、②事業所報告、③基調報告（自治体・事業所アンケート分析など）

を基本に、それぞれの分野・事業所の報告者を確定させていくことを確認した。 

3）8 月中に「介護フォーラム」のチラシを作成し、各団体・地域に送付していくことを確

認した。また、各自治体の議員へは別途案内を 8 月中に郵送する。 

4）11 月を目途に介護・障害者などの、利用者・家族、労働者、事業所などを束ねるシン

ポ・学習会などを、障害者団体や障害者事業所と共同して開催できるよう検討していくこ

とを改めて確認した 

５）介護保険制度改正に関する「厚労省レクチャー」を８月 30 日（水）13 時～15 時の

時間で、参議院議員会館 102 会議室で実施するので。参加者を組織していく。 

６）今後の日程を確認した。 

8 月 14 日（金） 巣鴨駅宣伝行動   12：00～13：00 

9 月 14 日（木）    〃      10：00～11：00 

１０月 14 日（土） とげぬき地蔵通り前 11：00～13：00 

10 月 22 日（日） 介護全国学習交流集会 13：00～ 林野会館 

 

 

次回日程：9 月 5 日（火）14：0０～ 東京自治労連 4 階会議室（予定） 
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２０１７年８月１８日 

 

第４４回２０２０オリンピック・パラリンピックを考える都民の会運営委員会レジュメ 

 

出席＝ 

 

１ ７月１８日以後の都民の会の活動とオリパラの動き 

  ７月２６日 晴海選手村土地投げ売りを正す会総会 

  ８月 ２日 ＩＯＣへ要請文を送信（ロックスバーグ宛）（返事がない） 

   

 

          

２ 選手村現地視察と晴海選手村土地投げ売り問題学習会 

  ＊８月３０日（水）17:00 晴海客船ターミナル１階（現地視察）  

18:30 ほっとプラザはるみ２階（学習会） 

  ＊参加組織：８０人 

        正す会（含臨海都民連） 30 スポーツ連盟 15 地評 2  革新都政の会 3  自治労連 3 

                新建 5  自由法曹団 3  新婦人 3  民医連 ３ 都議団 2  社保協 3  他 10 

        Facebookから２名参加予定 

＊投げ売りを正す会への入会の組織 

  ＊当日の進行 

  ＊学習会後の活動計画 

   

 

 

３ 大会経費問題及び透明化に向けた共産党都議団との懇談会 

  ＊オリパラ特別委員会での焦点 

  ＊大会経費問題 

  ＊滞る都民への透明性を拡大 

  ＊日程調整をする。 

 

 

 

 

４ その他 

  ＊ＩＯＣへの要請文と鏡文の翻訳費用が発生する予定（未請求） 

  ＊学習会の会場費、講師謝礼などの予算化 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回オリパラ都民の会運営委員会 

２０１７年 ９月  日（ ）  時  分より 東京労働会館 ５階会議室   
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東京都最低賃金の２６円引上げを答申 

 

 

東京地方最低賃金審議会（会長：都留 康）は、東京労働局長（局長：勝田智明）

に対し、東京都最低賃金を２６円引き上げて、時間額９５８円に改正するのが適当で

あるとの答申を行いました。 

 

１ 本年７月５日、東京労働局長から東京地方最低賃金審議会に対し諮問を行った東

京都最低賃金（地域別最低賃金）の改正について、同審議会は審議の結果、８月７

日、現行の最低賃金の時間額９３２円を２６円引き上げ（引上率２．７９％）て、

９５８円に改正することが適当である旨の答申を行いました。 

 

２ この「２６円」の引き上げ金額は、中央最低賃金審議会の「平成２９年度地域別

最低賃金額改定の目安について（答申）」において示された目安通りの金額です。 

 

３ 東京労働局長は、答申内容の公示等所要の手続きを経て、本年度の東京都最低賃

金の改正を決定する予定です。  

 

  

担 
 

当 

東京労働局労働基準部賃金課 

課     長 古賀 睦之 

賃 金 指 導 官 若月 知宏  

電 話    03-3512-1614 

 

厚生労働省 

東京労働局発表 

平成２９年 ８月 ７日 

Ministry of Health, Labour and Welfare 

厚生労働省 
Press Release 
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〔 参 考 １〕 

最低賃金について 

１ 適用 

   東京都最低賃金は、東京都内の事業場で働くすべての労働者とその使用 

  者に適用されるもので、常用・臨時・パートタイマー・アルバイト等の属 

  性、性、国籍及び年齢の区別なく適用されます。 

   派遣中の労働者については、派遣先の事業場に適用される最低賃金が適 

  用されます。 

２ 金額 

    次の金額は、最低賃金に算入されません。 

① 精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 

② 臨時に支払われる賃金（結婚手当など） 

③ １月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など） 

④ 時間外労働、休日労働及び深夜労働の手当 

 

〔 参 考 ２ 〕 

過去 10 年間の改正状況 

 平成 19年 平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 

引上額  ２０円  ２７円  ２５円  ３０円  １６円 

時間額 ７３９円 ７６６円 ７９１円 ８２１円 ８３７円 

                                               

 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 

引上額  １３円  １９円  １９円  １９円  ２５円 

時間額 ８５０円 ８６９円 ８８８円 ９０７円 ９３２円 

 

〔 参 考 ３ 〕 

最低賃金法第４条第１項 

  使用者は、最低賃金の適用を受ける労働者に対し、その最低賃金額以上の 

 賃金を支払わなければならない。 

最低賃金法第４０条 

  第４条第１項の規定に違反した者（地域別最低賃金及び船員に適用される 

 特定最低賃金に係るものに限る。）は、５０万円以下の罰金に処する。 

 

〔 参 考 ４ 〕 

 厚生労働省では、最低賃金及び賃金の引上げに向けた環境整備を図るため、 

以下の最低賃金及び賃金の引上げに向けた生産性向上等のための支援を実施し 

ています。（①～③別添リーフレット参照）  

① 業務改善助成金（中小企業向け） 

② キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース） 

③ 人事評価改善等助成金                                    
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推
進
す
る
経
済
産
業
、
環
境
両

省
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
。

「
ど
ん
ど
ん
設
置
さ
れ
れ
ば

二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
０
２
）
の
削

減
は
で
き
な
い
」
。
中
川
雅
治

環
境
相
は
約
４０
ぁ
る
石
炭
火
力

発
電
所
の
新
増
設
計
画
を
や
り

玉
に
あ
げ
る
。
中
部
電
力
の
計

画
に
待

っ
た
を
か
け
る
な
ど
影

構

（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

る
と
、
国
内
だ
”

実
現
す
る
に
は
一

割
以
上
が
原
子
一

割
強
は
ガ
ス
発
一

さ
れ
る
Ｃ
０
２
え

置
を

つ
け
る
。
摯

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
い

リ
オ
で
は
Ｃ
０
２

す
の
に
６０
万
円
円

原
発
の
新
設
も
ュ

経
産
省
は
３０
回

据
え
た
有
識
者
△

論点を採る ○

屁
黎
脩
鼈
鰊
鼈
膊
躊
鼈
靡

顆ヾ骰綺卜鼈文之膨1綺亀

本  80%減 (基準年は未定)

'ぼ権)80%減 (Oo年比)

喜国|ま 2050年の目標を定めている

・ダ  80%減 (05年比)
80～ 95%減 (90年比)

ンス 75%減 (90年比)

踪餞1雉予躇
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国保保険料統一への都道府県の対応

具体的に検討している (9府県)

宮城、山梨、富山、静岡、滋賀、大阪、

奈良、広島、佐賀

現段階で具体的に検討していない

(31都府県)

青森、秋田、山形、岩手、福島、新潟、

長野、福井、茨城、栃木、群馬、東京、

神奈りlk埼玉、千葉、愛知、二重、京都、

兵庫、和歌山、岡山、鳥取、島根、高知、

香川、愛媛、徳島、福岡、熊本、長|は

沖縄

未定 (7道県)

北海道、石川、岐阜、山口、大分、宮崎、

鹿児島

20■ 7年 (平成29年)8月 ■7日 (木 曜 日)

「鶉
鱚
」屹
鼈
顆
γ
贖
骰

漆
朧
飩
査
靡
靱
蘊
褥
冬
頸
悛

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
が
来
年
４
月
に
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
る
の
に
合

わ
せ
、
保
険
料
の
統

一
を
検
討
し
て
い
る
都
道
府
県
は
９
府
県
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
日

本
経
済
新
間
の
調
べ
で
わ
か
っ
た
。
今
は
市
町
村
ご
と
に
異
な
る
保
険
料
を
統

一
す
れ

ば
、
住
民
の
負
担
が
公
平
に
な
る
ほ
か
、
実
質
的
に
保
険
料
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

財
政
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
都
道
府
県
内
の
保
険
料
格
差
が
大
き
い

と
こ
ろ
ほ
ど
統

一
は
難
し
い
状
況
で
、
国
保
財
政
改
善
の
ハ
ト
ド
ル
は
高
い
。

窯
懸
、
柳
鰤
澁
県
嘲
跛
餘

４７
都
道
府
県
を
対
象
に
、

７
月
時
点
の
国
保
の
今
後
の

運
営
方
針
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

―
卜
調
査
を
し
た
。

現
行
で
は
地
域
に
よ

っ
て

被
保
険
者
の
所
得
や
年
齢
、

医
療
費
な
ど
に
偏
り
が
あ
る

た
め
、
同
じ
都
道
府
県
内

で
も
市
町
村
の
判
断
で
保
険

ロ   ントこ 決り匿 池鷺象 豪Э守 1厠墜諷

鶉
ラ
談
プ
影

又
肱
仁

「衝
突

双
方
は
悲

与
党
重
供
が
鶉
剖

【
ワ
シ
ン
ト
ン
　
′
ｌｌ
永
沢
毅
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
１５
日
、
自
人
至
上
主
義
団
体
と

反
対
派
の
衝
突
に
関
し
て

「双
方
に
非
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
、
批
判
が
拡
大

し
て
い
る
。
野
党
か
ら
だ
け
で
な
く
、
与
党

。
共
和
党
の
重
鎮
、
マ
ケ
イ
ン
上
院
議
員

や
ラ
イ
ア
ン
下
院
議
長
ら
が
大
統
領
に
抗
議
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
こ
の
問
題
で
孤
立

人
種
差
別
反
対
派
に
も

「非

が
あ
る
」
と
し
た
ト
ラ
ン
プ

氏
に
異
議
を
唱
え
た
。

ブ

ッ
シ
ュ

（父
）
と
ブ
ッ

ノ
ュ

Ｆヽ
ノ
Ｄ
可
七
ヽ
充
頁

料
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
国

は
運
営
の
移
管
に
合
わ
せ
、

都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
保
険
料
の
統

一
を

選
択
で
き
る
仕
組
み
に
し

た
。保

険
料
統

一
を

「
具
体
的

に
検
討
し
て
い
る
」
と
答
え

た
の
は
宮
城
、
山
梨
、
富
山
、

静
岡
、
滋
賀
、
大
阪
、
奈
良
、

広
島
、
佐
賀
の
９
府
県
。
市

町
村
と
合
意
し
、
早
期
に
保

険
料
統

一
の
準
備
を
進
め
る

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
９
府

県
で
統

一
が
実
現
す
れ
ば
、

▽
国
民
健
康
保
険
　
市
町

村
が
運
営
し
、
加
入
者
は
自

営
業
や
農
林
水
産
業
が
中
心

で
低
所
得
層
も
少
な
く
な

い
。
高
齢
者
が
多
い
た
め
医

療
費
が
か
さ
み
、
２
０
１
５

年
度
は
２
８
４
３
億
円
の
赤

字
だ

っ
た
。
赤
字
は
市
町
村

が

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
、
税
金
で
穴
埋
め
し
て
い

る
。
制
度
維
持
の
た
め
、
１８

年
度
か
ら
財
政
基
盤
の
強
い

都
道
府
県
に
運
営
を
移
す
。

間
接
的
に
ト
ラ
ン
プ
氏
を
批

判
し
た
形
だ
。

民
主
党
下
院
ト
ッ
プ
の
ペ

ロ
シ
院
内
総
務
は
１５
日
、
ト

ラ
ン
プ
氏
の
発
言
を
受
け
声

明
を
発
表
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の

発
言
が

「自
人
至
上
主
義
の

忌
ま
わ
し
い
悪
を
無
視
し
て

い
る
」
と
非
難
し
た
。
一
連
の

騒
動
を
巡
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

発
言
は
産
業
界
に
も
波
及
。

‐４
日
に
は
米
ス
ポ
ー
ツ
用
品

ヽ
Ｆ
′
ン
デ
ー
′
１
７
１
や

昨
年
１１
月
時
点
で
約
３
千
万

人
に
及
ぶ
市
町
村
国
保
の
被

保
険
者
の
う
ち
、
２
割
弱
の

約
５
５
０
万
人
に
影
響
が
出

る
見
通
し
だ
。

広
島
県
は
２
０
１
８
年
度

か
ら
激
変
緩
和
措
置
を
設
け

た
ぅ
ぇ
で
２４
年
に
も
保
険
料

を
基
本
的
に
統

一
す
る
。
県

の
試
算
で
は
、
国
か
ら
の
公

費
拡
充
を
考
慮
し
な
い
前
提

で
、
１
人
あ
た
り
の
年
間
保

険
料
は
１２
万
９
７
８
１
円

で
、
１
万
５
３
２
円
八
８

ｏ

８
％
）
増
え
る
。
市
町
に
よ

っ
て
最
大
鯰
万
円
上
が
る
世

帯
も
出
る
計
算
だ
。

県
の
担
当
者
は

「病
院
に

払
う
窓
口
負
担
は
ど
の
市
町

で
も
同
じ
だ
が
、
保
険
料
は

地
域
で
異
な
る
の
は
公
平
と

い
え
な
い
。
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
仕
組
み
を
目
指

す
」
と
し
て
い
る
。

国
保
は
赤
字
体
質
が
慢
性

化
し
、
国
保
の
加
入
者
で
な

い
住
民
の
税
金
を
含
む

一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
保
険

料
を
抑
え
て
き
た
。
広
島
の

場
合
い
統

一
後
は
繰
り
入
れ

を
や
め
、
国
保
に
入

っ
て
い

な
い
人
の
負
担
を
減
ら
す
。

繰
り
入
れ
で
保
険
料
を
低
く

設
定
す
る
地
域
も
多
く
、
繰

り
入
れ
を
な
く
せ
ば
国
保
財

政
の
透
明
化
が
進
み
、
受
益

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
や
す
く
な
る
。

大
阪
府
は
１８
年
度
か
ら
激

変
緩
和
を
設
け
、
６
年
以
内

の
統

一
を
目
指
す
。
２
月
に

ま
と
め
た
試
算
で
は
、
１
人

あ
た
り
平
均
保
険
料
は
年
間

‐３
万
２
６
８
７
円
と
約
１
万

円

（８

・
３
％
）
増
え
る
。

府
内
４３
市
町
村
の
う
ち
３７
で

上
昇
す
る
見
込
み
だ
。

滋
賀
県
も

「
２４
年
度
以
降

の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
」

の
統

一
を
目
標
に
す
る
。
残

る
６
県
は
時
期
や
保
険
料
の

試
算
は
示
し
て
い
な
い
。
統

一
を
検
討
す
る
の
は
都
道
府

県
内
の
保
険
料
格
差
が
小
さ

い
と
こ
ろ
が
多
く
、
山
梨
を

除
い
て
格
差
は
２
倍
以
内
´

逆
に
格
差
が
大
き
い
都
道
府

県
は
統

一
に
慎
重
だ
。

保
険
料
統

一
を

「
現
段
階

で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
な

い
」
と
答
え
た
の
は
東
京
都

や
京
都
府
、
愛
知
、
福
岡
、

国保保険料の県内格差が大きい上位5都道県

(上段は国保保険料が高い地域、下段は安い地域)

① 長野県 3.6倍
12フ,1083円

3万3872円

川上村

大鹿村

② 東京都 3.3倍
13フテ3622Fヨ

4万 705円

千代田区

三宅村

③ 北海道 2.9倍
15万7793円

5万4250円

村

市

払

平

猿

赤

④ 秋田県 2.8倍
13万7037円

4万8553円

大潟村

41ヽりえ田丁

⑤ 鹿児島県 2.6倍
8万 6478円

3万2646円

中種子町

伊仙町

(注)2015年度、厚労省調べ

飩
颯
心
勒
襴
策
に
メ
内
八

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

の
統

一
は
、
保
険
財
政
の
収

入
を
増
や
す
効
果
は
あ
る

が
、
支
出
抑
制
に
は
別
の
方

策
が
必
要
に
な
る
。
統

一
後

は
保
険
料
の
算
定
で
県
全
体

の
医
療
費
を
基
準
に
し
、
こ

れ
ま
で
の
市
町
村
の
医
療
費

の
違
い
は
反
映
し
な
い
こ
と

に
な
る
た
め
、
市
町
村
の
医

療
費
抑
制
へ
の
意
欲
が
薄
れ

る
懸
念
も
あ
る
。
保
険
財
政

を
立
て
直
す
に
は
、
医
療
費

を
抑
制
す
る
抜
本
的
な
方
策

が
急
務
だ
。

市
町
村
に
医
療
費
抑
制
の

意
欲
を
ど
う
持
た
せ
る
か
は

保
険
料
統

一
を
検
討
す
る

府
県
も
検
討
す
る
構
え
だ
。

大
阪
府
は

「保
険
料
設
定
と

は
別
の
観
点
か
ら
医
療
費
抑

制
に
努
め
る
市
町
村
へ
の
支

援
な
ど
対
策
を
講
じ
た
い
」

と
話
す
。
広
島
県
も
「
医
療

費
適
正
化

の
効
果
を
上
げ

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
市

町
と
情
報
を
共
有
し
、
被

保
険
者
の
病
気
予
防
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い

る
。保

険
料
設
定

へ
の
住
民
の

理
解
も
必
要
だ
。
統

一
し
た

を
持
つ
人
と
、
そ
れ
に
反
対

す
る
人
が
同
じ
だ
と
は
思
わ

な
い
」
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
に

よ
る
と
、
メ
イ
英
首
相
は
“

日
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
に

ク
ギ
を
刺
し
た
。

「責
任
あ

る
立
場
に
あ
る
人
す
べ
て

が
、
極
有
の
考
え
方
を
非
難

す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
も

指
摘
し
た
。

「
一
方
の
集
団
は
悪
か
っ

た
が
、
も
う

一
方
の
集
団
も

Ｌ
Ｃ
う
尋
句
勺
ビ

つ
し

一
。

傍
ら
に
は
、
う
つ
む
き
加
減

で
腕
を
組
む
ケ
リ
ー
首
席
補

佐
官
の
姿
が
あ

っ
た
。
軍
人

出
身
で
規
律
を
重
視
す
る
ケ

リ
ー
氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

に
安
定
を
も
た
ら
す
存
在
と

さ
れ
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

言
動
を
制
御
し
き
れ
な
い
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

一
方
、
白
人
至
上
主
義
団

体
ク
ー

・
ク
ラ
ッ
ク
ス

・
ク

ラ
ン

（Ｋ
Ｋ
Ｋ
）
の
元
指
導

彗
、
だ
―
ゴ
ツ
ド

・
デ

ユ
ー

で
の
デ
モ
を

「勝
利
」
と
宣

言
。
各
地
で
講
演
会
や
集
会

を
計
画
す
る
な
ど
積
極
的

に
活
動
す
る
姿
勢
を
み
せ
て

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
１５
日

の
記
者
会
見
で
衝
突
は
沢
反

対
派
も
）
双
方
に
非
が
あ
る
」

と
発
言
し
た
こ
と
を
歓
迎

し
た
。
南
軍
の
り
■
将
軍
の

銅
像
な
ど
は
全
米
に
点
在
し

て
い
る
。
人
種
差
別
の
象
徴

と
し
て
撤
去
さ
れ
る
度
に
今

朝
Ｄ
よ
う
よ
野
に
ド
墾
■
９

Ｑ
　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
人
種

差
別
に
寛
容
な
の
か
。

Ａ
　
ド
ラ
ン
プ
民
は
１６
年

の
大
統
領
選
で
自
人
労
働
者

ら
に
支
持
を
訴
え
た
。
メ
キ

シ
ヨ
移
民
を

「
レ
イ
プ
犯
」

と
呼
ぶ
な
ど
人
種
差
別
的
な

発
言
を
繰
り
返
し
、
人
種
対

立
を
あ
お

っ
て
き
た
。

オ
ル
ト
ラ
イ
ト
の
団
体
が

大
統
領
選
後
の
集
会
で

「
ハ

イ
ル

・
ト
ラ
ン
プ

（ト
ラ
ン

ノ
ブ
読
ン

一
Ｌ
、
た
，
く

ｏ

沖
縄
県
な
ど
３‐
都
府
県
。
慎

重
な
市
町
村
が
存
在
す
る
場

合
や
、
統

一
を
目
指
す
意
思

が
あ

っ
て
も
医
療
費
や
保
険

料
な
ど
の
地
域
差
が
大
き

く
、
当
面
難
し
い
と
判
断
す

る
ケ
ー
ス
を
含
む
。

保
険
料
の
都
道
府
県
内
格

差
が
３

・
３
倍
あ
る
東
京
都

は

「
２３
区
と
、
多
摩
地
域
や

伊
豆
の
島
し
ょ
部
は
医
療
費

な
ど
の
格
差
が
大
き
く
、
直

ち
に
統

一
す
る
の
は
困
難
」

と
説
明
。
保
険
料
の
格
差
が

３

，
６
倍
と
全
国
で
最
も
大

き
い
長
野
県
も

「統

一
は
慎

重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

市
町
村
と
協
議
が
始
ま
っ

て
い
な
か

っ
た
り
、
方
向
が

定
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
り
す

る
な
ど
回
答
が
難
し
い

「未

定
」
は
７
道
県
だ

っ
た
。

場
合
、
使
う
医
療
費
が
多
い

地
域
に
住
む
人
の
保
険
料
が

安
く
な
り
、
逆
に
医
療
費
の

少
な
い
地
域
の
住
民
の
負
担

が
増
し
か
ね
な
い
。

保
険
料
の
上
昇
で
払
え
な

く
な
る
人
が
増
え
、
保
険
料

の
収
納
率
が
下
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
高
く
な

っ
た
保
険

料
を
支
払
う
力
の
な
い
低
所

得
者
の
支
援
の
あ
り
方
も
課

題
だ
。

も
報
じ
ら
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
が
こ
う
し
た
団
体
を
厳
し

く
非
難
せ
ず
、
彼
ら
の
増
長

を
招

い
た
と
の
批
判
も

あ

る
。
側
近
の
バ
ノ
ン
首
席
戦

略
官

。
上
級
顧
間
は
、
オ
ル

ト
ラ
イ
ト
に
人
気
の
ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い

た
。
司
法
長
官
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
ズ
氏
は
か
つ
て

「
Ｋ
Ｋ
Ｋ

に
共
感
す
る
」
と
発
言
し
、

批
判
さ
れ
る
と

「冗
談
だ

っ

」
し
一
Ｌ
一一訳
罰
コ
ン
を
」”
一「
一っ
。
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